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１．研究計画の概要 
発音機能は，ヒトがコミュニケーションを

行う上で重要な口腔機能であり，欠損補綴処
置により回復を図ることができる。しかし不
適切な形態の補綴装置の装着で発音機能障
害を引き起こすこともある｡そこで,簡便な録
音機器とノートパソコンにて発音時の音声
パターンを符号に変換し，ラベル表示する音
声認識システムを導入してチェアサイドで
補綴処置の効果を判定可能な評価システム
を開発した。これまでに上顎義歯の前歯部被
蓋や S 状隆起の形態を変えた際の［シ］音の
発音の違いを評価し，発音機能に有利な設計
について検討を行った。 
しかし，これまでの研究では、どの程度の

認識率に到達すれば，発音機能が十分回復さ
れたと評価してよいかの明確な基準がない
のが現状である.そこで発音障害の生じやす
い複数の音節を健常歯列者で分析し，義歯装
着者と比較して発音機能評価の被験音、被験
語が適切か，健常歯列者の数値を評価基準と
して使用できるかについて検討を行う． 
また，人工歯の排列位置，被蓋関係，義歯

床の形態，咬合高径，口蓋の深さ，義歯の維
持・安定性など発音機能に影響を与える因子
は様々であるが，すでに現在までに前歯部被
蓋の違い，口蓋形態の違いが発音機能へ及ぼ
す影響については明らかになっているため，
他の因子について義歯の形態の違いが発音
機能に与える影響を明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 

1年目では，発音障害の生じやすい複数の音

節を健常歯列者で分析し，義歯装着者と比較

して発音機能評価の被験音、被験語が適切か

，健常歯列者の数値を評価基準として使用で

きるかについて検討した． 

被験語は義歯装着時に発音の影響を受けやす

い摩擦音，破擦音，破裂音で，後続母音が舌

位の高い[イ]となる[シ] ，[チ]， [キ]音を

含む"石川[i/Shi/kawa]"，"イチロー 

[i/chi/ro] "，"沖縄[o/ki/nawa]"を選択し[

シ] ，[チ]， [キ]の子音部を分析した. 

その結果，[チ]については被験語の選定等再

検討を要するが，[シ]，[キ]については本シ

ステムにて健常歯列者データを基準値に設定

し，義歯装着者の発音機能を評価することの

有用性が示唆された． 

2年目では，上顎義歯の大連結子の走行が発

音機能に及ぼす影響について分析検討した．

被験音は上顎義歯の連結装置の走行する歯頸

部から口蓋部に調音点をもつ6種類の子音と

し，被験語は被験音を第2音節に有する4～5

音節からなる名詞を選択し，被験音の子音部

を分析した． 

その結果，中パラタルバー装着時は未装着時

と比較してどの被験音についても子音部の適

正ラベルの認識率に有意な差が認められなか

ったが，斜走行バー装着時は，中パラタルバ

ーと比較して認識率は低く，データのばらつ

きが大きい傾向を示した． 

 3年目では，下顎義歯の大連結子の形態が発

音機能に及ぼす影響について分析検討し，上

下顎での比較についても分析を行った。 
その結果，リンガルバーは発音の観点からも

障害は少なく，望ましい傾向を示し，一方リ

ンガルプレートは他装置よりも舌感が良く，

段差が少ないためか発音への影響が少なく，

後続母音[エ,オ]の被験語において認識率が高
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い傾向を示した．咬合挙上を想定した切縁被

覆タイプでは発音時の呼気流が変わるためか

[シ,ヒ,チ,リ]を含む４被験語で発音障害が認

められた． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
本研究課題開始当初は，上顎義歯の前歯部

被蓋や S 状隆起の形態についての，発音機能
に有利な設計が明らかになっていた． 
現在までに，発音障害の生じやすい複数の音
節について発音機能評価基準の設定を行い， 
上顎義歯の大連結子の走行が発音機能に及
ぼす影響について明らかにし，また下顎義歯
の大連結子の形態が発音機能に及ぼす影響
について，上下顎での比較も含めて明らかに
した． 
このように義歯の形態の違いが発音機能

に与える影響について明らかにしているた
め，おおむね順調に進展していると言える． 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後も引き続き，健常歯列者の測定，分析に
加えて，義歯装着者にて評価を行い，義歯の
形態の違いが発音機能に与える影響を明ら
かにする． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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